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平成29年度募集提案型協働事業第一次審査結果報告について

1 【募集から審査まで】

2【審査結果】

(補足説明)

①の事業について,取下げが審査会開催直前の平成29年10月14日付にてさ

れました。

事務局より審査会委員へ事前に審査資料一式を送付済みの状況であり,審

査会当日,審査会委員へ取下げをお伝えする経過となったため,審査対象事

業に掲載しておりますが,審査は実施しておりません。

募集期間 平成29年7月3日から7月21日まで

提案数

4事業(平成29年9月11日取下げ依頼1件

第一次審査直前,平成29年10月14日取下げ依頼1件

合計 2件の取下事業含む)

担当課決定
8月8日開催「国分寺市コミュニティ施策推進基本方針等検討委

員会」にて(必要に応じて協力課)を決定。

調整会議

平成29年8月15日から9月8日の期間中の提案団体と担当

課・協力課による話し合いを行い,提案内容の一部修正などを実

施。,(修正がある場合は,提案書を再提出。)

第一次審査

平成29年10月16日「国分寺市協働事業審査会(以下「審査会」

という。)」にて担当′課の趣旨説明,委員からの質疑,担当課から

の回答を行い,委員による書類審査を実施。

事業名称 提案団体
担当課

提案予算額
(協力課)

得点 合否
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②
『中高層集合住宅の防災対策ハ

ンドブック』原案づくり事業

特定非営利活動法人

くらしの安全安心

サポーター

防災安全課 441,210円 112点 不合格

③
地域のお宝(社会的資源)発掘と

情報提供事業

胛0法人ワーカーズ

風ぐるま
地域福祉課 1,180,000円 114点 不合格



3【得点集計】

1合格基準について1
※1項目36点満点(6点×委員6名)/ 合計252点満点

※合格基準:126点以上【(委員6人)×(審査7項目)×(3点)】

① ②

得点

③

得点 得点

17 22

2 独創性・先駆性 1 11 14

3 役割分担 ■ 13 15

4 協働による効果 ■ 12 15

5 費用の妥当性 l川■ 18 15

6 事業遂行能力 21 15

7 実現可能性 20 18

合計得点 112 114

合否判定 不合格 不合格



4 【不合格の理由】

提案②『中高層集合住宅の防災対策ハンドブック』原案づくり事業について

平成27年度に提案団体と市で実施した『「中高層集合住宅の防災対策の普

及・促進」に関する基礎調査・研究事業』の調査結果報告書において,「中

高層集合住宅の自主防災組織ができていない。」 という結論に基づいたハン

ドブックの原案づくり事業の提案は,一定の意義があると思われます。しか

しながら,協働事業の観点からは,むしろ,ハンドブック作成後どのように

活用し,中高層集合住宅の自主防災組織の立ち上げにいかにつなげていくか,

という具体的な事業提案を期待するところです。

国分寺市の防災まちづくりが自発的な住民からの発意で培ってきたこと

を考慮され,防災まちづくり係が進める複数の事業との関連を検討したうえ

で,団体ならではの国分寺市に有益な協働事業提案を期待しています。

提案③ 地域のお宝(社会的資源)発掘と情報提供事業について

地域の居場所づくりへの関心が高く,またそのような場が増加しているこ

とを考えれば,ガイドブックは非常に有意義な提案であると考えます。しか

しながら,すでに市役所にてさまざまなガイドブックを作成しており,それ

らの内容をひとつにまとめ冊子にするという必要性は現在のところ高く感

じられませんでした。印刷媒体は,掲載した情報が古くなった際,更新情報

をどのように伝えていくかという問題が発生します。また,冊子を作成する

には,例えば,場所を作る方法や魅力的な居場所の情報を伝えるなど企画編

集作業を行わなければならず,その有無によって住民の活用度合に影響する

と思われ,本提案は利活用やその効果の観点から不安がありました。

また,予算計上されている3,000部冊子作成の印刷費用は,例えば,情報

検索ができるようなデータベースを作成し,そちらから印刷も可能なものを

開発する費用に充てる方が現代のニーズに合っていると思われました。その

他,調査費は,交通費相当分を計上するだけで調査に関わる人件費が計上さ

れておらず,事業に必要な内容については適正に予算計上した方がより良い

提案となり協働事業としての是非の判断ができたのではないかと思われます。



5 【審査項目・審査基準について】

審査項目を判断基準に照らして提案書類の審査を行う。合格点は以下のと

おり。

合格点 ≧ 委員人数 ×

≧ 6人 ×

≧ 126点

※第1次審査は12?点以上を獲得した提案が合格となる。

審査7項目

審査7項目

×

×

3点

3点

く審査項目〉

く判断基準〉

1 事業の目的

市民や地域の二-ズ,社会問題や地域課題等を踏

まえたものであるか。また,市が関わる必要性が認

められるか。

2 独創性・先駆性
提案は独創的でかつ先駆性があり,今後の協働事

業のモデルとなり得るか。

3 役割分担 団体と市との役割分担は明確かつ妥当か。

4 協働による効果
協働することで質の高いサービスが提供でき,ま

た,相乗効果・波及効果が期待できるか。

5 費用の妥当性
提案内容を実現するための妥当な経費見積りとな

っているか。

6 事業遂行能力

団体には事業遂行上の問題を解決していくための

専門性及び経験が十分にあり,また市と一緒に事業

を検討し練り上げていく能力があると認゛められる

か。

7 実現可能性
実施体制,実施方法やスケジュールが合理的で,

実現可能性は高いか。

6点 非常に高く評価できる

5点 高く評価できる

4点 評価できる

3点 どちらかといえば評価できる

2点 どちらかといえば評価できない

1点 あまり評価できない



国分寺市協働事業審査会委員名簿

(任期)第7期 H28.11.1～H30.10.31(1号委員のみ)

委員種別 氏名 職業など

1号委員 服部 篤子 社会起業家研究ネットワークCAC代表

同 上 林 大樹 国立大学法人一橋大学大学院社会学研究科教授

同 上 田代 美香 NPO法人ぐらす・かわさき理事・事務局長

2号委員 水越 寿男 政策部長

3号委員 塩野目 龍一 総務部長

4号委員 小川 恵一郎 市民生活部長
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様式第1号(市民活動団体提案事業) 1分寺市′

■平成 2gJ-プ1 字
国分寺市長 殿 2

事務所の所在地 国分寺市東元町3-5-13

団 体 名 特定非営

くらし -S代表者氏名 中村八郎

次のとおり提案します。なお,会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾1ます。

1 提案事業名 ゛

『中高層集合住宅の防災対策ハンドブック』原案づくり事業 “
(大震災等に備えて、中高層集合住宅における自主防災組織づくりや

l防災計画づくりに取り組むための防災ハンドブック(手引き)原案 :

の作成)

〈適合する,市の施繭または事務事業名:“09.01.03 災害対策費、01

50300 防災・罹以対策事務事朶、耐樗改修促進計画 〉

2 提案事業期間

... ...。。. ′ 。....。.

平成 30年4月1目から平成 31年3月31目まで

3 提案事業予算 441,210円

・本市では既に相当数の中高層集合住宅が蓄積しており、今後とも一層の

増加が予測される。H27年度協働事業では中高層集合住宅の実態調会

及び先進自治体の取り組み状況の調査・分析を実施したが、本市におけ

る当該住宅の防災対策は不十分であることが明らかになった。中高層集

合住宅は、住棟の多様性や管理形態の違いなど一様ではないし、公的支

援も欠かせないが、防災対策への取り組みにとって住棟における防災組

織と防災計画は基礎的な必須要件である。

・上記認識や上、まず中高層集合住宅の①防災対策の重要性と国分寺市の
現状と特徴、②既往災害による被害と防災課題・問題を呈示する。次い

: で、住棟・(団地)の実情を踏まえた③防災組織の必要性と結成の手順、

また④防災計画のつくり方と標準的なモデル〈普段の活動と災害時の活

動)、 モの他喫緊の課題などの内容をハンドブック形式にまとめる。

これによウ行政が当該住宅に対して防災組織の結成上防災計画づくり

を啓発するための原案づくりを事業目的とする、

5 添付書類

■提案書(2号様式)1&2 ■会員名簿
1収支予算書(3号様式) 閤予算・決算関係書類
■団体概要書(4号様式) 口法人市民税納税証明書
.■定款又は規約 口その他( )

■



様式第2号一l(市民活動団体提案事業)

団体名 NPO法人くらしの安全安心サポーター
一

1 提案事業名 『中高層集合住宅の防災対策ハンドブック』原案づくり事業

2事業の目的

(解決すべき社会

問題・地域課題,

事業の意義や必要

性について)

①大規模地震対策の遅れている中高層集合住宅においぞ、一今後、防災対策
に取り組む上で必要な条件(防災組織の結成と防災計画の作成)を整理

できる。(→中高層集合住宅の防災対策ハンドプック』原案づくり)

②市は、中高層集合住龜向けに、防災対策の指針を提示することが可能に
なり、当該住宅における防災対策への取り組みが期待できる。

③地域社会における防災対応として、相対的に遅れていた中高層集合住宅

への行政対応が一歩前進できる。

3事業の内容

(事業の目的を達

成するために何を

するか)

防災ハンドブック案の構成(主要な項目)

1)中高層集合住宅における防災対策の重要性

2)市内における当該住宅と防災対策のへの取り組みの現状

→「27年度実態調査」の結果(前記)}こついて主要課題を分析する

3)既往地震災害におけるマンション等の被害と対応すべき問題

→阪神淡路大震災、東日本大震災、熊本地震におけるマンション等被

害の調査と分析を、公表資料等の文献から行い、整理する。

4)防災組織づくりの進め

→住棟あるいは団地における防災組織づくりについて、住宅形態や管

理形態を考慮して、結成の手順を検討し、整理する。

5)防災計画の作成について

→住棟の大規模被災の有・無など状況別、普段と災害時の防災活動な

ど、それぞれの計画の考え方と標準的防災計画モデルを整理する。

6)その他、住棟の耐震診断・改修などの重要事項の整理

4 事業計画

(事業の実施スケ

ジューフレ)

1)事業の実施期間は平成30年4月から同31年3月まで

2)事業のスケジュール ′

①関係資料の収集と分析作業:H30年4月～8月

・本市の中高層住宅に関する基礎資料、・阪神淡路大震災、束日本大震

災、熊本地震に関するマンション等被害及び対応の実態資料、・既存

・ のマンション等の防災計画事例などの収集と資料の分析

②ハンドプックの構成と第1次案作成作業:H30年9月～11月

・ハンドブックの全体構成検討及び第1次案の作成作業

・ハンドブックの構成について担当妹と調整及・び第1次案について担

当課と協議、調整

③ハンドブックの第2次案作成作業;H30年12月～H31年2月

・第2次案についで担当課と調整

④ハンドブック最終案作成と納品:H31年3月

5 目標値

(事業期間で達

成する目標)

・防災ハンドプックの規模:A4版、40ページ

・納 品 ;印刷原稿1部・デジタルデータl式



様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名-NPO法人くらしの安全安心サポーター.

6事業の対象

(地域,具体的対象者,

対象総人数等)

・国分寺市内全域の中高層集合住宅(3階以上の共同住宅*1) 1

*1)3階以上の共同住宅戸数の実数は不明である。国分寿市住宅マス

タープラン(H29.3)によると市内の全共同住宅数は約36,730戸

であり、これは居住世帯のある住宅数のうち約60%を占める。な

お、ここでいう共同住宅とは持ち家・公的借家・公社等の借家、民

間借家・給与住宅の総称であり、集合住宅とは同義。

7事謔の美施場所
・同上

8役割分担 "

{具体的に)

〈提案団体が担う役割〉

①各種資料(様式2ごう-1-4)の収集と内容の分析、使用デニタの

選定

②ハンドブックの構成案の作成.

③ハンドブックの1事案、2事案、最終案の作成

く市が担う役割〉

①ハンドブックの構成案について協議・調整

②ハンドブッ,クのl事案、2事案、最終案について協議・調整

9目標が達成された

状態

・・市と調整を経てハンドプック案が作成されたことにより、市は,H31

年度において『中高層集合住宅の防災対策ハンドブック』を作製し、

関係者に頒布することが可能となる。

・また、中高層集合住宅関血者(管理組合、所有者等)の意向を踏まえ

〈現実的な(当該住宅の防災対策を促進する)支援策を準備すること

が可能になる。

10市と協倫する意

義及び必要性,協

働による相乗効果

- 1 、

①中高層集合住宅に関する防災組織づくり及び防災計画づくりについ

て、市としての考え方や方向性を調整することが必要。

②中高層住宅に関するNPOの情報・ノウハウを活用することにより、

・ 国分寺市の実情を反映させた独自のハンドブックを作製できる。

11事業実施後の展開

(成果の活用方法又

は,提案団体の自主

的な活動展開等)

プ中高層集合往宅関係者が防災組織づくり、あるいは防災計画づくりを

゛進める際に、アドバイス、情報の提供、相談などの自主活動の展開が

可能になる。
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様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

1

団体の名称一

(フリカ゛ナ)トクテイヒエイリカット゛ウ本ウシ゛ン クラシノアンセ゛ンアンシンサホ゜ーター

特定非営利活動法人 くらしの安全安心サボーター

所在地
〒185刊022

国分寺市東元町3-5-13

設立年月日 平成19年 12 月 13日

会員の状況

正会員数. 14 人・ ゛団

体

(内国分寺市民 11 人)

1 年会費 1 3,000円

賛助会員数 人

団体
年会費

活動目的

広く一般市民を対象として、「住まいとまちの安全・安心」を目指して啓

発活動を推進すると共に、住まいとまち(地域社会)の防災対策、防犯対策、

バリナフリー化に取り組み、広く地域住民の安全・安心なくらしづくりに貢

献することを貝的とする。

活動内容・活動実績

′(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

楽、委社契約先名、

委託時期を記入して

下さい,)

・防災対策事業 木造住宅の耐震相談、家具転倒防止器具の設置及び相談

火災警報器の販売及び設置、

・ 防犯対策事栗 相談及び防犯対策工事

・バリアフリー化事業 相談及び手すりなど設置

・国分寺市耐震診断士創設に係る診断士の養成・認定事業

平成21年4月1日～平成23年3月31日 契約先=国分寺市

・木造住宅耐震診断士による地域酎震講習会の推進事業

平成23年4月1目～平成24年3月31日 契約先:国分寺市

・「国分寺市家具転倒防止器具助成事業]に係る器具取り付け作業委託

平成21年5月8日～平成24年3月31日 契約先;国分寺市

・「中高層集合住宅の防災対策の普及・促進」に関する基礎的調査・研究事

業 平成27午4月1日～平成悠年3月31日 契約先:国分寺市

ホームペー・ジ

担当者連絡先

氏名■■■■■■■■ (役職)1■■■■■飄
         

住所■■I■■■■■■■■■■■■
電話■■園■■■■■■■1 FAX■■■■■■■
Eメール■幽―自騙―騙



様式第1号(市民活動団体提案事業)[%-74

年度募集国(=其匡(!=基
謔Σ;謹ζキと〉声事業「提案書」平成29

平成 29 年9月7日

国分寺市長 殿

団体の所在地 国分寺市東元町3-8-8 第二八千代荘101

団体名 NPO法人ワーカーズ風ぐるま署
ー

ー

--

次のとおり提案します。なお,会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾1ます。

代表者氏名 福山 恵

地域のお宝(社会的資源)発掘と情報提供事業

1 提案事業名,

(適合する,市の施策または事務事業名:

冫

2 提案事業期間 平成30 年 4月 1日から平成31 年3 月 31 日まで

3 提案事業予算 1, 180, 000円

誰もが自分らしく生活するために、高齢や障害・難病、子育て、10代

の若者など、さまざまな生活の困難さを抱えて社会的に孤立している市

民の、その人ができる二とを支援しながち地域のっながりをっくるまち

4 提案概要 づくりの活動を13年間続けてきたなかで、市内で多くの市民が主体的

(事業目的,内容等を1なさまざまな活動を墨開していることが、当事者には伝わり?きれていな
400字以内でご記、入1い現状がある。現在、?市民活動センダーのホームページで翌録している

ください。この欄の1団体が検索できるようになっているが、「介護予防・日常生活支援総合

一?記載内容は,?ホーム1事業」や「子ども食堂」また、子どものあずけ合いや多世代交流などの

ページ等で公表し l充実がもっと必要とされる状況がある。
ます。) 「居場所づくり」「食の提供」「移動サービス」「介護予防』「子育て支援」

など生活に密着した支援め活動を実際′に行っている団′体嵜個人の状況

を調査L1調査報告書を作成。またJ活動場所や事業肉容を紹介する冊

テを作成。市の゛ホームページなどでも検索できるよう、にナる。
■提案書(2号様式)1&2. 置会員名簿
■収寥ナ算弯(3号様式) 璽予鉢・決算関係書類
■団体概要書(4号様式) 口法人市民椀柄&iEm書
■定款又は規約 口その他(讐諺・.

詔士}5 .添付書類

〕

■ ■m
饗 園 - -■ ―一一-

園 レ 1 配 1■ 1醍圀 1■■■
レ ■ ― I■ I一 ■■■1 醍 1 ■ I ■■ ■ ■I ■■

■ 巳 I I ■ ■ 1― 翫 ■― --

■ l I ■ ■ ■ ―■ ■ ■■ ■■ー
■ ■ 國 l 謬―■ ■ ■■ ■ ■ I

1目 ■ ■ ■ ■■ 1 ロ ジ I 閣 ■■ 閣 ■
1 騙 ■ ■■ 1 ■ ■Ⅰ - ■

■ ロ 翫 ■ 1 1■ ― ■ ■■ - ■

ツ ■ ■ ■■ ■ ― ―■ 1 闘 国 I ―
園■ ■一ー I 四-■ -一 ■



様式第2号-1(市民活動団体提案事業)

団体名 NPO法人ワーカーズ風ぐるま

4ト

1 提案事業名 地域のお宝(社会的資源)発掘と情報提供事業 ゜

2事業の目的

(解決すべき社会

問題・地域課題,

事業の意義や必要

性について).

高齢者の介護予防や要支援者への対策として、体操や手作りなどのお楽

しみ活動をおこなう「居場所』を地域に数多く作っていく必要がある。ま

た、子どもや高齢者の「孤食1が問題となっていて、「子ども食堂Jと言

われる地域で会食する場も求められている。さらに、高齢者や障害者の移

動のサボートや子どもの一時預かりなど、自分が住む地域の近くに、暮ら

しを支えるシステムがあれば、困難な状況に陥らずにすむ。

実際に主体的に市民や団体が、そういった活動を開始している。市内に

どれくらいあるのか、ポランティアセンターや地域包括支援センターが把

握している団体にとどまらず、把握して一覧にし、市民が利用しやすくす

ると共に、同様の活動を開始する市民を増やすための啓発とする。

3事業の丙容一

(事業の目的を達

成するために何を

するか)

1

主に、「居場所づくり」「食の提供」「体操」「移動」「子どもの一時あずかり「

などのカテゴリーに分けて、実施個所についての情報を収集し、市の職員

と一緒に実践者にヒヤリングして活動内容を冊子としてまどめる。また、

市民に広く周知するために市のホームページに掲載する。

4 事業計画

(事業の実施スケ

1ジュール・)

1 - 一一一一"一"""

4月～6月:市内の活動について情報を収集する。

7～10月:各活動拠点を訪問しヒヤリング調査。

11月:調査のまとめ

12月～2月:冊子化に向けた編集作業とホームページ掲載の作業

3月:冊子印刷完了及びホームページへの掲載

5 目標値

(事業期間で達

成する目標〉

調査報告書作成・紹介冊子作成・ホームページ掲載



様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 即0法人ワーカーズ風ぐるま

〜

6事業の対象

(地域,具体的対象者,

対象総人数等)

7事業の実施場所 ゜

市民活動センター登録団体や、ボランテイアセンター登録団体、個人で

活動している団体などの活動拠点、公民館、地域センターなど

8役割分担

(具体的に)

〈提案団体が担う役割〉

情報の収集/ヒヤリング調査/報告書作成/冊子の版下レイアウトか

ら印刷発注

く市が担う役割〉

情報の提供と収集/ヒヤリング調査の同行/ホームページへの掲載作

業

9目標が達成された

状態

市内で市民が展開する社会的資源が一覧となり、必要な情報がみつけや

すくなり、利用者や実践者を増やすことにつながる。社会的に孤立する

市民が地域につながりを持てる機会が増える。

ま、た、結果としでまだ足りない支援や必要とされる支援などが浮かび上

がり、次の施策にっなげることができる。

10市と協働する意

義及び必要性,協

働による相乗効果

市の関係各部署と共に調査し、情報共有することで、次の施策に向けた

課題を共に検討すること{とつながる。

11事業実施後の展開

(成果の活用方法又

は,提案団体の自主

的な活動展開等)

高齢者・障害者・子育て世代・10代など、社会的に孤立している市民

が地域のっながりをもてる機会がふえることで、薪たな地域を支える人

材を発掘でき、その才能をいかすことができる。さらに必要とされる事

業について、どのように実施できるかを検討すると共に、広く市内で啓

発活動をおこなっていく。

冊子も、点字版や外国語版など、幅広い市民が活用できるようにする。
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様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

1

Ⅱ同Ⅱh?

団体の名称

(7リカ゛ナ) トクテイヒエイリカツドクホウジン ワーカーズ カザグルマ

特定非営利活動法人ワーカーズ風ぐるま

所在地

〒185-0022

東京都国分寺市東元町3丁目8番8号 第二八千代荘 10i号室

設立年月日 平成16年 4月一

会員の状況
正会員数 17 人,・ O団体

(内国分寺市民 15 人)
,年会費 3000円

賛助会員数 15 人

O 団体
年会費 1口10①円

活動目的

1、 地域で「共に生きる」ことを目1標に、苦楽を互いに支えあう連帯の

輪を広げ、「やさしさ」を育て「生きがい」を見っけ、温かさにあふれ

たまちづくりをすすめる。

Q1 営利を目的とせず、ひとりひとりの生活技術や技能を提供しなが

ら、たすけあいの精神を通してやりがいのある仕事に育て上げ、まちに

新しい息吹を呼び起こし、心坤よい「風Lを送り込むことを目指す。

3、 自らの生活を自分で決めていく自立の精神を大切にして、障がいを

もった人、もたない人の区別なく関わりあって暮らせるまちづくりに貢

献する。

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

・ 委託時期を記人して

下さい。)

・ACT自立援助サービス(介護保険対象外の家事援助サービス)

平成16年5月～

・親子ひろば(酉恋ケ窪市民プール内和室)事業(委託)

平成19年7月～平成21年3月終了

・提案型協働事業(障害児親子ひろば事業)平成21年4月～23年3月終了

・障害者等ロ中時間預かり事業(委託)平成21年5月～

・育児支援ヘルパー事業(委託)平成23年12月～

・ひとり親家庭ホームヘルプサービス事業(委託)平成26年9月～

lホームページ kttps://'sites;goog1e.com/site/ 9696ka,zagiiruma

担当者連絡先

氏名■■■■■■■■― (役職)■■■
住所-―I―■■鴫l■■■■■ 一
電話1■■1■闇■閣 イλX■■■■■■
Eメール■■■■■■I■■―■■■■―


